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史観第一七六冊
一一〇
○二〇一六年度早稲田大学史学会大会
（期日：
10月
15日（土）早稲田大学文学学術院校舎）
▽部会報告〔日本史部会〕古代の「武士」と中世武士

大学院学生
　
藤田
　
佳希
関東取締出役の「教諭」と組合村惣代の政策認識　
―武州埼玉郡八条村寄場組合の場合―

大学院学生
　
児玉
　
憲治
明治一〇年代～二〇年代における在留清国人の管理　
―警察権をめぐって―

大学院学生
　
趙
　　　
国
地域医療・福祉をめぐる模索　
―一九六〇・七〇年代の都市近郊農村―

佐賀大学
　
鬼嶋
　　
淳
〔東洋史部会〕三国呉の孫権による馬匹獲得戦略

大学院学生
　
伊藤
　
光成
北宋前半の本貫取解について

大学院 生
　
村田
　　
岳
サフィー・アッディーンのイーカー論とアラブ詩の韻律
研究生
　
木村
　
伸子
〔西洋史部会〕ローマ帝国西方における食肉業者の社会的地位
大学院学生
　
糸
　　
隆太
ストゥディウム・ゲネラーレの成立と展開　
―一五世紀トスカーナを事例に―

大学院学生
　
津澤
　
真代
九世紀のビザンツ教会人から見たローマ教会
大学院学生
　
岸田
　
菜摘
一九世紀初頭のイギリスにおける政治的アソシエーションと　
議会主権：トーリ系政治結社の事例から

本学助手
　
正木
　
慶介
〔考古学部会〕杉久保系石器群の広がり　
―杉久保型ナイフ形石器と神山型彫器の多様性からみる
　　
地域集団の成立―

大学院学生
　
佐藤
　
悠登
環状集落の形成過程　
―縄文時代中期の下総台地における集落遺跡分布の検討―

大学院学生
　
井上
　
早季
ＧＩＳを用いた横穴墓分布の分析　
―多摩川流域を中心として―

大学院学生
　
小林
　
和樹
　　　　
二〇一六年度早稲田大学史学会大会報告
二〇一六年度早稲田大学史学会大会報告
一一一
エジプト中王国時代の装身具利用　
―出土遺物と図像資料からみた副葬品選択の一側面―

大学院学生
　
山崎世理愛
▽総会
　
第一会議室
▽公開シンポジウム「海域からみた東アジア」　
報告①「南海交易からみた琉球列島」

早稲田大学
　
田畑
　
幸嗣
　
報告②「海を渡った平和への祈り―大徳寺伝来五百羅漢図顛末―」

早稲田大学
　
近藤
　
一成
　
報告③「東シナ海域のなかの近世琉球」

長崎歴史文化博物館
　
深瀬公一郎
▽懇親会
　
森の風
▽部会発表要旨〔日本史部会〕
古代の「武士」と中世武士
藤
 田
　
佳
 希
　
武士には様々な定義が存在するが、先行研究における共通見解を
示せば、中・近世の職業戦士、もしくは天慶の乱鎮圧者の子孫であり、その成立は中世に求められる。しかし、 「武士」の語は武士成立以前の古代の史料にも見え、これは中世武士の先駆である可能性が指摘された。近年の研究ではこの可能性は否定され、古代史料に見える「武士」は単純に武官を示し、中世武士とは全く関係がないとされた。だが、史料上に見える全ての「武士」が先述の定義に当てはまるわけではなく、社会的身分としての武士を表さない「武士」も見え 。この場合の「武士」は 観念として 武士と呼ばれ、単に武を持つ者とされる。観念としての武士 は辟邪性 いう特徴があり、辟邪性とは邪を払って聖なる王権を守護することを意味する。辟邪性は滝口武士や天慶の乱鎮圧者に見られる 言われるが、その成立については不確定である。そこで本報告では、古代史料に見える「武士」と中世武士を辟邪性の観点から見ることで 先行研究では否定された両者の接点や辟邪性 成立を明 か しよう
